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審 議 結 果 一 覧
平成30年第４回12月定例会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

賛成多数　可決
(賛成17・反対2)

‒

‒

‒

‒

‒

‒

全会一致可決

全会一致同意

承認

報告

報告

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

総務企画委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃

〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

総務企画委員会

都市環境委員会

〃 〃

〃

〃

〃

〃

予算委員会

予算委員会

〃

〃

〃

〃〃

〃〃

福祉文教委員会

福祉文教委員会

指定管理者の指定について（公民館施設）

第86号議案

第87号議案

第88号議案

第90号議案

第91号議案

大野城市農業委員会委員の任命について第97号議案

平成30年度大野城市下水道事業会計補正予算（第３号）について第103号議案

平成30年度大野城市一般会計補正予算（第７号）について第107号議案

平成30年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第４号）について

議員の派遣について

※賛否の分かれた議案、陳情はＰ９にあります。

第109号議案

平成30年度大野城市水道事業会計補正予算（第４号）について第111号議案

平成30年度大野城市下水道事業会計補正予算（第４号）について

建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決を求める意見書の
提出について

第112号議案

指定管理者の指定について（老人憩の家）第92号議案

指定管理者の指定について（大野城総合公園）第94号議案

指定管理者の指定について（乙金多目的広場）第96号議案

平成30年度大野城市一般会計補正予算（第６号）について第98号議案

平成30年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第３号）について第100号議案

平成30年度大野城市水道事業会計補正予算（第３号）について第102号議案

大野城市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について第89号議案

大野城市留守家庭児童保育所の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

大野城市すこやか交流プラザ設置条例の一部を改正する条例の制
定について

大野城太宰府環境施設組合の共同処理する事務の変更及び大野
城太宰府環境施設組合規約の一部変更に関する協議について

大野城市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

第93号議案 指定管理者の指定について（大野城市高齢者生きがい創造セン
ター）

第95号議案 指定管理者の指定について（赤坂テニスコート及び旭ケ丘テニス
コート）

第99号議案 平成30年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に
ついて

第101号議案 平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
について

第105号議案 大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

報告第17号 専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の額
の決定及び和解について）

意 見 書 案
　第２号　

意 見 書 案
　第３号　

自転車の安全利用に関する対策強化と事故が発生した場合の被害
者の補償を目的とした制度の創設を求める意見書の提出について

報告第18号 専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の額
の決定及び和解について）

第104号議案 大野城市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

第108号議案 平成30年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に
ついて

第110号議案 平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
について

第106号議案 大野城市職員の給与に関する条例及び大野城市一般職の任期付
職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
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議会報告会開催議会報告会開催

市民の皆様との意見交換市民の皆様との意見交換

　平成30年11月に議会報告会を４コミュニティセンターと３箇所の公民館、月の浦小学校体育館で開
催しました。参加者は全体で133名でした。
　ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

　市民の皆様と意見交換を行い、多くのご意見をいた
だきました。その一部をご紹介いたします。

〔中学生模擬議会〕
大人と違う中学生の視点、中学生のレベルが
高い。
中学生模擬議会は、とっても良かったんじゃ
ないか。
みんなしっかりされている。議会に関心を
持ってもらいたい。
しっかりしてらっしゃる。良い体験になってい
ると思う。質問は、自分で考えられたのか？
的を射た質問だと思う。

・

・

・

・ 〔災害・防犯〕
災害時を含め、市からの放送（災害情報伝達）
が何を言っているのか分からない。何かしら
の方法を考え、至急対処すべきでは？
街路・防犯灯が少なく暗いところがある。
安全のために、防犯カメラをもっと設置して
ほしい。
災害時の一時避難所は、小規模公園を活用し
ている。市が避難所指定しているのであれば、
公園管理も市が行ってほしい。

・

・
・

・

〔交通〕
学校の授業で自転車のマナーを教えて欲し
い。特に中高生の無灯火が大変に多い。道交
法改正で自転車は車道走行になっているた
め、車両であることを教えてほしい。
大城小学校の前に、信号機を付けてほしい。３
年前からの課題で、街路樹を切らないと危な
いとのことで進まない。
市役所北側の道路の西鉄踏切までの歩道は、
狭いしデコボコ、照明も少なく夜は危ない。直
径30センチ以上の樹木がある。
市役所南側の道路（曙町みずほ線）の西鉄踏
切までの歩道も、電柱と樹木があり、歩道の
幅が狭くなっている。樹木の枝も広がってい
て、電線に影響もでそうだ。
新しい住宅地（イオン周辺）への、まどか号の
増便・新設ルートは出来ないか。

・

・

・

・

〔学校〕
幼稚園、小学校で完全給食が出来るのに、な
ぜ中学校では完全給食が出来ないのか。
中学校の給食について、子ども（小６）にアレ
ルギーがあるので、今の形態を望む。みんな
が自由に選べるため、本人が気にしなくてよ
い。いじめに繋がることを心配していた。

・

・

〔議会〕
議会傍聴の時、マイクがクリアでなく執行部
の回答がはっきりしない。
議会中継の画面の質が、春日市と全然違う。
画面が暗い。

・

・
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・初めて参加しましたが、大変関心が高まりました。（60代男性）
・参加者が増えるよう工夫が必要、議員と本音で話せる機会
　なので多くの人に来ていただけるようになるといいです。
　（60代女性）
・この議会報告は有意義であると思います。この様な会をもっと
　たくさん開いてほしいと思います。議会だよりより、会って話し合うほうがいいと思います。
　（50代女性）
・中学生の模擬議会取り組みは良かったと思う。報告会の取り組みは前向きに進めてほしい。
　聞くだけでは話にならない。（70代以上男性）

・思ったよりたくさんの人が見学していておどろいた。この会場で、市への要望意見箱を設置したら
　よいと思いました。
・子どもを連れて写真もとれて、良い経験ができました。
・実際の議会を、傍聴したくなりました。

年代

今後の参加

報告会の評価

よかった内容（複数回答可）

議場見学会議場見学会

議会報告会議会報告会
無回答
1%

10代) 0%20代 30代 6%

40代 7%

50代
14%

60代
29%

70代以上
43%

無回答 6%

あまりない
12%

参加したい
68%

したことがある
7% ある

35%

ややある
49%

したことがない
77%

今後したい
15%

したくない
1%

参加
したくない
1%

わからない
25%

どちらとも
言えない
14%

評価しない
2%

評価する
77%

無回答
12%

報告
20%

意見交換
52%

質疑
16%

無回答 7%

議会を傍聴（見学）したことはありましたか？ 議会に関する関心はありますか？
どちらでもない

3%
ない
1%

アンケート結果
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視察報告　福岡導水施設地震対策事業―久留米～牛頸浄水場―
本市水道水の6割が筑後川から来ています

議員研修会 in 大野城

　

ご
存
知
で
す
か
？　

筑
後
川
か
ら
取
水

さ
れ
た
水
は
、福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の

牛
頸
浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
本
市
他
糸
島

市
か
ら
宗
像
市
ま
で
10
市
６
町
へ
送
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

筑
後
川
か
ら
牛
頸
調
整
水
槽
ま
で
の
導

水
路
は
、通
水
開
始
か
ら
30
年
以
上
が
経

過
し
、老
朽
化
の
た
め
補
修
と
耐
震
補
強

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。水
道
用
水
と
し

て
常
に
通
水
が
必
要
で
あ
り
、工
事
期
間

中
の
通
水
を
確
保
す
る
た
め
併
設
水
路
が

先
行
し
て
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
20
日
市
議
会
で
は
、事
業
者

の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
の
福
岡
導

水
総
合
事
業
所
に
て
所
長
よ
り
説
明
を
受

け
、筑
後
川
取
水
施
設（
操
作
室
、ポ
ン
プ

室
）〜
山
口
調
整
池
〜
牛
頸
調
整
水
槽
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
中
部
十
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
10

月
29
日
、市
内
に
あ
る
福
岡
県
市
町
村
職
員
研
修
所

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
初
７
月
６
日
に
開
催
予
定

で
し
た
が
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」に
よ
り
延
期
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
、大
野
城
市
議
会
が
主
催
と
な
り
議
員
全
員

で
会
場
準
備
等
を
行
い
ま
し
た
。大
津
市
議
会
局
次
長

の
清
水
克
士
氏
を
お
招
き
し
、議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（※

）に
つ

い
て
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
は
、「
想
定
外
を
想
定
す
る
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、常

に
使
え
る
計
画
で
あ
る
か
を
検
証
し
、機
動
的
に
改
正

し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、訓
練
な
ど
で
得

た
教
訓
は
即
座
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す「
生
か
し
て
育
て
る
計
画
」と
し
て
継

続
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

※

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
・・・
大
規
模
地
震
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
行

う
べ
き
議
会
や
議
員
の
役
割
、行
動
方

針
な
ど
を
定
め
た
業
務
継
続
計
画
。

山口調整池・天拝湖（筑紫野市）
渇水やトラブル時に取水される。最近では
昨年、筑後川の濁水の際取水された。

筑後川取水施設【操作室】（久留米市）
主要施設は遠隔で監視運転されて
いる。

原寸大の導水路【トンネル模型】
筑後川から牛頸調整水槽までの24.7
㎞のうちトンネル区間は9.8㎞である。

牛頸浄水場（大野城市）
福岡地区水道企業団により浄水さ
れ10市６町へ命の水が供給される。

福岡県中部十市
議会議長会

～災害時の議員の役割～
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議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。

・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真●募集作品

住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送
または直接窓口へ
(〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)

●応募方法

・未発表のものに限ります
・人物の写真については、掲載の了解を得てください
・提出された作品は、返却しません
・ペンネームでも可とします

●注意事項

～作品募集～～作品募集～

○
わ
が
町
の
移
動
図
書
館
車
め
ぐ
り
き
て
至
福
な
る
わ
れ
の
一
瞬
が
あ
る

○
元
旦
の
時
間
ほ
ん
わ
り
流
れ
ゆ
き
人
み
な
ま
ゆ
に
こ
も
る
静
け
さ

○
大
野
山
梗
桔
の
花
の
紫
の
に
ほ
へ
る
や
う
な
霞
た
つ
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乙
金
台　

泉　

滿
夫 

さ
ん
）

（
若
草　

高
名　

稔 

さ
ん
）

○
暗
く
な
り
顔
は
見
え
ね
ど「
今
晩
は
」時
々
出
会
う
優
し
き
声
に

○
緑
色
セ
ー
タ
ー
エ
プ
ロ
ン
身
に
つ
け
り
ゃ「
ミ
ド
リ
ガ
ス
キ
ト
？
」に「
そ
う
よ
」と
応
え

○「
あ
り
が
と
う
」ひ
孫
の
様
な
お
子
達
に
幸
せ
も
ら
い
元
気
を
も
ら
い

○「
先
生
」と
呼
ば
れ
る
よ
り
は「
お
婆
チ
ャ
ン
」と
呼
ば
れ
て
嬉
し
い
71
歳
は

（
緑
ヶ
丘　

平
井
静
代 

さ
ん
）

○
見
ぬ
人
も
議
会
だ
よ
り
見
る
人
に

○
チ
ョ
ン
マ
ゲ
が
揺
れ
て
嬉
し
き
勝
ち
名
乗
り

○
相
撲
部
屋
前
を
通
れ
ば
チ
ョ
ン
マ
ゲ
が

（
緑
ヶ
丘　

平
井
静
代 

さ
ん
）

○
ひ
げ
を
剃
り
髪
を
整
え
行
く
床
屋

○
斎
場
で
迷
う
年
賀
の
ご
挨
拶

○
口
達
者
ば
あ
ち
ゃ
ん
話
し
こ
じ
ら
せ
る

（
大
城　

す
っ
ぴ
ん
の　

昭 

さ
ん
）

○
生
年
月
日　

10
を
疑
が
わ
れ
。

○
長
生
き
の
秘
訣
聞
か
れ
て
舌
足
ら
ず
。

○
院
長
の「
卆
業
で
す
」に
日
本
晴
れ
。

（
宮
の
台　

古
川　

嚆
矢 

さ
ん
）

○
田
や
畑
見
に
行
か
ん
で
よ
嵐
の
日

○
ぼ
っ
か
け
の
味
に
感
じ
る
市
の
歴
史

○
鏡
前
ず
っ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
し
て
た
孫

○
防
人
に
心
通
じ
る
大
野
城

○
愛
は
な
く
情
で
つ
な
が
る
夫
婦
仲

○
目
は
や
れ
と
口
で
は
頼
む
と
言
っ
て
く
る

○
市
議
会
に
見
学
来
た
ら
不
思
議
か
い

（
南
ヶ
丘　

そ
う
そ
う 

さ
ん
）

○
校
庭
の
縄
跳
び
２
本
学
童
の
子

○
冬
ぬ
く
し
懐
か
し
き
人
に
つ
づ
き
会
う

○
短
日
の
保
育
所
帰
り
あ
か
り
つ
け

（
上
大
利　

高
本
美
智
代 

さ
ん
）

○
ガ
ラ
ケ
ー
に
サ
ク
ラ
咲
い
た
と
弾
む
声

○
絵
手
紙
を
は
み
だ
す
故
郷
紅
葉
山

○
夏
立
つ
や
旗
が
い
ざ
な
ふ
道
の
駅

（
大
城　

す
っ
ぴ
ん
の　

昭 

さ
ん
）

○
猛
暑
に
も
へ
こ
た
れ
見
せ
ぬ
百
日
紅
。

○
肌
冷
て
九
里
よ
り
美
味
い
十
三
里
。

（
宮
の
台　

古
川　

嚆
矢 

さ
ん
）

○
荒
星
に
春
一
番
を
う
た
が
は
ず

（
乙
金
台　

泉　

滿
夫 

さ
ん
）

作　品　紹　介

短　歌川　柳

俳　句

○T
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委員会報告委員会報告

Ｑ　公民館の利用料について
Ａ　市は条例で公民館の利用料金の上限を設定し、
各区はその範囲内において、料金を徴収している。

Ｑ　各公民館における利用料金の差の幅は
Ａ　区内住民が使う集会室の部屋代1時間当たりを
例にすると、最高が約600円、最低が400円となっ
ている。

Ｑ　市で利用料金を統一することはないのか
Ａ　各区と市とで協議をした結果、公民館の利用
の形態を反映し、各区の裁量で判断をすることと
なった。

第 91号議案
「指定管理者の指定について（公民館施設）」

Ｑ　公民館の運営費について
Ａ　現在、公民館の管理運営費は、区に指定管理
者交付金として渡しているため、区の会計と一本化
されて収支が明確になっていない。今後は各区と協
議して、収支が明確になるように整理をしていきたい。

Ｑ　特別な事情というのは具体的にどういったも
のか
Ａ　市内に住み、市立小学校に通学してない児童
が学童利用を希望する場合。

Ｑ　ランドセルクラブと学童保育は将来的にどう
なるか。保護者への周知はどのようにしているか
Ａ　放課後子ども総合プランに基づき、学童とラ
ンドセルクラブやアンビシャス広場の一体化に向
けて協議を行っている。ランドセルクラブが始ま
る時に、学童とランドセルクラブ一体化に向けて
協議している旨の説明も行っている。

Ｑ　４月から 10 校ランドセルクラブが開始する
のか
Ａ　来年度に未実施４校を始めるが、４月開始は
難しいため年度途中開始の準備をしている。

第 86号議案
「大野城市留守家庭児童保育所の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について」

Ｑ　専門職大学とは何か
Ａ　学校教育法の改正により、平成31年４月１日か
ら専門職業人の養成を目的とする新たな高等教育機
関として、専門職大学の制度が設けられた。この専
門職大学の前期課程の修了者は、短期大学卒業者相
当の学位が授与されるため、放課後児童支援員の基
礎資格を有するものとして、国の基準に追加された
ことから、本市の条例にも追加するもの。

Ｑ　具体的にどこに、どのような大学があるか
Ａ　平成31年度開設予定の大学が２校、高知リハ
ビリテーション専門職大学、東京都新宿区国際
ファッション専門職大学。

第 87号議案
「大野城市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について」

～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会
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予 算 委 員 会

第89号議案
「大野城市水道事業給水条例の一部を改正す
る条例の制定について」

Ｑ　水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の

資格に係る規定改正点について、専門職大学とは

どのような大学なのか

Ａ　専門職大学とは、大学制度に位置づけられ専門
職業人の養成を目的とする高等教育機関。専門職大
学及び専門職短期大学の制度が設けられている。

第 90号議案
「大野城太宰府環境施設組合の共同処理する
事務の変更及び大野城太宰府環境施設組合
規約の一部変更に関する協議について」

Ｑ　最終処分場の役割は何が残っているのか。

チップ加工ということで、木材の再利用というの

を目的に運用されているのか

Ａ　現在は、埋め立ては終了しているが、浸出水の
処理業務などを行っている。
　また、みどりのリサイクル施設として、木材など
の再利用を目的に緑のストックヤード（一時保管所）
として運営している。

第 98号議案
「平成 30年度大野城市一般会計補正予算（第
６号）について」
歳入歳出予算の総額からそれぞれ 1025 万
2000 円を減額
補正後の歳入歳出予算の総額を 354 億
1194 万 7000 円とするもの

Ｑ　ふるさと納税の返礼品について

Ａ　今年一番申し込みが多いのは桃、次いで明太子、
もつ鍋となっている。本市の返礼品は、市内で生産

されたもの、加工された
もの、販売されたものを
取り扱っている。返礼品
は、感謝を示すことと市
内の商業振興を目的とし
ているため、市内生産な
どに限定せずに、提供し
ている。

Ｑ　下大利小学校校舎改修工事の主な内容は

Ａ　老朽化した、屋上防水や設備等の機能回復の工
事。工期を長く取る必要があるため夏休み期間中に
工事を行うように計画している。
　また、３ヵ年に工期を分けて順次工事を行う予定
としている。

都 市 環 境 委 員 会
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視
察
来
庁 

石
川
県
羽
咋
市

10
月
５
日

市
民
公
益
活
動
促
進

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

福
島
県
郡
山
市

11
月
22
日

放
課
後
総
合
学
習

「
ラ
ン
ド
セ
ル
ク
ラ
ブ
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て

栃
木
県
小
山
市

10
月
24
日

大
野
城
ト
レ
イ
ル

〜
自
然
と
歴
史
の
散
策
路
〜

基
本
計
画
に
つ
い
て

和
歌
山
県
海
南
市

11
月
６
日

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

群
馬
県
高
崎
市

11
月
７
日

防
災
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

茨
城
県
土
浦
市

11
月
14
日

大
野
城
市
ま
ち
な
か

わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン

埼
玉
県
北
本
市

愛
知
県
西
尾
市

10
月
11
日

10
月
26
日

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

茨
城
県
古
河
市

大
阪
府
貝
塚
市

群
馬
県
桐
生
市

鳥
取
県
米
子
市

兵
庫
県
朝
来
市

10
月
３
日

10
月
12
日

10
月
22
日

11
月
20
日

１
月
９
日

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口

「
ま
ど
か
フ
ロ
ア
」に
つ
い
て

第86号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ●◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
﨑
　
百
合
子

松
下
　
真
一

清
水
　
純
子

大
塚
　
み
ど
り

河
村
　
康
之

白
石
　
重
成

井
上
　
正
則

関
井
　
利
夫

中
村
　
真
一

森
　
　
和
也

髙
山
　
や
す
子

田
中
　
健
一

平
井
　
信
太
郎

井
福
　
大
昌

天
野
　
嘉
久
孝

山
上
　
高
昭

福
澤
　
信
光

松
田
　
美
由
紀

関
岡
　
俊
実

松
﨑
　
正
和

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）
臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書

平成31年度理科教育設備整備費等補助金予算増額計上についてのお願い 

シルバー人材センター事業の推進について 

「主要農産物種子法」廃止に関わる市町村議会での意見書採択のお願い

学校教材の計画的な整備推進についてのお願い

陳情第５号

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める意見書採択についての
陳情書

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

陳情第９号

陳情第10号

商工会に対する市補助金について（お願い）陳情第11号

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
員
協
議
会

市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
２
日
目
）

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

本
会
議

（
３
日
目
、一
般
質
問
）

本
会
議

（
４
日
目
、一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
最
終
日
）

全
員
協
議
会

水
資
源
機
構
視
察

11
月
26
日

12
月
３
日

６
日

７
日

10
日

11
日

13
日

14
日

19
日

20
日
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
承
知

し
て
い
る
か

県
内
に
お
い
て
幾
つ
か
の
自
治
体
が

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

本
市
も
「
お
お
の
じ
ょ
う
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
い

か
が
か

結
婚
の
意
思
が
あ
る
方
々
に
出
会
い

の
機
会
を
提
供
し
、
結
婚
支
援
を
行

い
、
少
子
化
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
現
時
点
で
の
設
置
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
将
来
の
少
子
高
齢
社

会
に
お
け
る
施
策
と
し
て
、
調
査
・

研
究
課
題
と
し
た
い
。

宗
像
市
で
は
、「
子
育
て
世
帯
及
び
新

婚
世
帯
家
賃
補
助
制
度
」、「
中
古
住

宅
購
入
補
助
制
度
」、「
古
家
購
入
建

替
え
補
助
制
度
」、「
三
世
代
同
居
・

近
居
住
宅
支
援
補
助
制
度
」、「
定
住

奨
励
金
」
の
各
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
い
か
が
か

答答 問問問

答
現
在
本
市
の
出
生
数
は
近
隣
市
よ
り

も
多
い
状
況
で
あ
り
、
子
育
て
世
代

の
転
入
も
多
く
、
保
育
所
の
待
機
児

童
が
多
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
子

育
て
支
援
施
策
の
充
実
や
保
育
定
員

の
拡
充
な
ど
を
通
じ
た
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
優
先
し
て
進
め
、

妊
娠
・
出
産
や
子
育
て
に
対
す
る
安

心
感
を
生
み
出
し
、
若
者
や
子
育
て

世
代
に
選
ば
れ
、
定
住
人
口
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
現
時
点
で
は
住
宅
支
援
の
実
施

は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
将
来
の
施

策
と
し
て
調
査
・
研
究
し
た
い
。

若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の

　
　
　

支
援
施
策
に
つ
い
て

若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の

　
　
　

支
援
施
策
に
つ
い
て

▲映像はこちら

山上　高昭
農業政策について
市有林の活用について
歩道上のベンチ設置について

河村　康之 高齢化社会を見据えての認知症対策
について

平井信太郎
本市に貢献された方々への対応につ
いて
西鉄路線バスの現状運行について

大塚　みどり 避難所のエアコン設置について
災害時用備蓄品について

清水　純子 自然環境を破壊するプラスチック等の
ごみ削減について

松下　真一 引きこもり問題と対策について

井福　大昌 心のふるさと館の有効利用を

井上　正則 認知症地域支援体制づくりについて

災害における乳幼児、妊産婦、母子、
女性への支援、および男女共同参画
について
通学カバンの重さと子どもの健康に
ついて

松﨑百合子

森　
　
　

和　

也

森　　和也
若者に対する支援施策について
産業廃棄物の廃棄基準とごみ袋につ
いて
体育館の暑さ対策について
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

本
市
の
高
齢
者
へ
の
認
知
症
の
予
防

と
、
早
期
発
見
の
為
の
対
策
は

各
地
区
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
の

把
握
を
日
頃
か
ら
行
い
、
適
切
な
医

療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症
に
関
す

る
支
援
や
相
談
機
関
、
病
院
な
ど
を

ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を

配
付
し
、
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
の
た
め
、
簡
単

に
認
知
症
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
簡

易
サ
イ
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

導
入
は
出
来
な
い
か
質
問
を
お
こ

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
は

公
的
機
関
の
無
料
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト

な
ど
も
徐
々
に
整
っ
て
い
る
た
め
、

既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
導
入

の
効
果
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
も
の
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答答 問問

答 問
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
き
ち
ん

と
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
症
状
の
改

善
に
つ
な
が
る
一
歩
で
あ
る
。
あ
る

自
治
体
で
は
認
知
症
検
査
の
費
用
の

助
成
を
推
進
し
て
い
る
が
、
本
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、
早
期

に
診
断
を
受
け
、
症
状
が
進
行
し
な

い
よ
う
に
対
策
を
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

検
査
に
対
し
て
の
経
済
的
支
援
は
今

後
の
課
題
と
な
る
た
め
、
今
後
、
さ

ら
に
調
査
・
研
究
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
事
業
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
の

　
　
　
　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
の

　
　
　
　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

引
き
こ
も
り
の
広
義
の
定
義
は

内
閣
府
が
行
っ
た
平
成
27
年
の
調
査

結
果
で
は
、
男
性
が
６
割
以
上
を
占

め
、
学
齢
期
の
不
登
校
や
病
気
、
就

職
の
失
敗
や
、
職
場
に
な
じ
め
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
普
段
は
家
に
居
る
が
、
趣
味

に
関
す
る
時
だ
け
外
出
す
る
の
が
、

準
ひ
き
こ
も
り
と
言
い
、
引
き
こ
も

り
の
状
態
で
は
な
い
が
、
共
感
、
理

解
し
、
と
も
す
る
と
閉
じ
こ
も
り
た

い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
人
を
、
引
き

こ
も
り
親
和
群
と
言
う
。

平
成
22
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
約
２

２
５
万
人
と
推
計
さ
れ
、
現
在
、
大

野
城
市
に
は
４
４
０
人
い
る
と
試
算

さ
れ
る
。

引
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員

に
よ
る
実
態
調
査
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
、
総
合
教

育
会
議
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員

会
で
も
、
引
き
こ
も
り
の
問
題
が
議

題
に
上
が
っ
た
こ
と
は
な
い
。

答答 問問

答 問答 問
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
の

設
置
状
況
は

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
第

19
条
第
１
項
に
基
づ
き
地
方
公
共
団

体
が
設
置
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
県
が
設
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
本
市
で
は
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

地
域
福
祉
と
出
番
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
は
、
自

信
、
自
己
肯
定
感
、
自
尊
感
情
を
失

い
傷
つ
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
事
が
必
要
と
考
え
る
。

引
き
こ
も
り
問
題
と

　
　
　
　

対
策
に
つ
い
て

引
き
こ
も
り
問
題
と

　
　
　
　

対
策
に
つ
い
て

松　

下　

真　

一

河　

村　

康　

之



12

地
域
防
災
計
画
や
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
男
女
共
同
参
画
の
位
置
づ
け
は

計
画
の
基
本
理
念
で
男
女
共
同
参
画

を
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は

運
営
す
る
組
織
に
は
必
ず
複
数
の
女

性
を
入
れ
る
よ
う
に
明
記
。

本
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
女
性
専
用

室
ま
た
は
母
子
室
の
設
置
は

妊
婦
の
方
が
避
難
さ
れ
別
の
部
屋
を

利
用
し
て
い
た
だ
い
た
。

女
性
、
妊
産
婦
、
母
子
へ
の
配
慮
に

つ
い
て
の
課
題
は

３
７
２
人
１
９
２
世
帯
の
方
が
避
難
。

内
60
世
帯
が
子
ど
も
連
れ
。
後
日
調

査
で
は
、「
周
囲
へ
の
迷
惑
を
気
に
し

て
し
ま
う
の
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

運
営
組
織
等
の
リ
ー
ダ
ー
は
男
女
ペ

ア
が
望
ま
し
い
。
性
別
役
割
分
担
を

防
止
し
男
女
共
同
参
画
の
対
策
は

大
野
城
市
防
災
会
議
で
は
、
30
名
中

６
名
20
％
が
女
性
委
員
。
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
炊
き
出
し
業

務
の
要
員
に
は
男
性
を
含
む
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
な
ど
を
明
記
。

答答答答 問問問問

答答答 問問問
災
害
に
お
い
て
女
性
、
特
に
妊
産
婦
、

乳
幼
児
の
母
親
の
困
難
は

妊
産
婦
の
場
合
は
体
調
不
良
と
な
り

や
す
く
、
乳
幼
児
の
母
親
の
場
合
は

母
乳
の
分
泌
が
低
下
な
ど
。

性
暴
力
防
止
の
対
策
は

避
難
所
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
等
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
を
女
性
や

子
ど
も
の
避
難
所
の
拠
点
に
は

ま
ど
か
ぴ
あ
は
部
屋
も
多
数
あ
り
、

専
用
の
避
難
室
を
設
置
す
る
こ
と
は

可
能
。
し
か
し
現
時
点
で
は
女
性
や

子
ど
も
の
専
用
の
支
援
拠
点
は
設
置

を
し
て
い
な
い
。
課
題
及
び
必
要
性

を
今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

母
子
避
難
所
を
！

　
　

防
災
減
災
に
男
女
平
等
参
画
を

母
子
避
難
所
を
！

　
　

防
災
減
災
に
男
女
平
等
参
画
を

▲映像はこちら

▲映像はこちら

南
地
区
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
大
野
城
駅
西
口

へ
の
バ
ス
の
一
日
の
本
数
は
、
平
日

16
本
と
下
大
利
線
と
比
較
す
る
と
非

常
に
少
な
い
。
是
正
で
き
な
い
か

バ
ス
の
魅
力
向
上
や
円
滑
な
乗
り
継

ぎ
な
ど
、
快
適
性
向
上
を
目
指
し
た

協
議
を
運
行
事
業
者
と
行
い
、
市
民

に
対
し
利
用
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
活

性
化
を
図
る
こ
と
で
運
賃
の
引
き
下

げ
や
増
便
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

つ
つ
じ
ヶ
丘
地
区
か
ら
Ｊ
Ｒ
大
野
城

駅
西
口
へ
の
バ
ス
は
運
行
し
て
い
な

い
。
是
正
で
き
な
い
か

運
行
事
業
者
の
西
鉄
の
了
承
が
必
要
。

バ
ス
利
用
者
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
な
ど

を
調
査
し
、
協
議
を
進
め
る
。
利
便

性
向
上
に
向
け
て
は
、
バ
ス
利
用
を

増
や
す
等
市
民
協
力
が
必
要
と
考
え

る
。

南
地
区
か
ら
イ
オ
ン
大
野
城
へ
の
バ

ス
の
一
日
の
本
数
は
、
平
日
12
本
、

下
大
利
駅
行
き
と
比
較
す
る
と
非
常

に
少
な
い
。
ま
た
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
地

区
か
ら
は
運
行
し
て
い
な
い
。
是
正

で
き
な
い
か

答答 問

問

問問

答答
利
用
促
進
を
図
り
将
来
の
増
便
に
つ

な
げ
た
い
。
つ
つ
じ
ヶ
丘
地
区
か
ら

新
た
な
路
線
の
開
設
は
、
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
西
鉄
と
協
議
を
行
う
。

バ
ス
の
利
用
者
の
大
半
は
高
齢
者

で
、
市
役
所
、
ま
ど
か
ぴ
あ
、
心
の

ふ
る
さ
と
館
な
ど
に
行
き
た
く
て
も

バ
ス
の
乗
り
換
え
や
運
賃
が
高
い
。

バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
は
公
共
交
通
の
利

用
促
進
の
観
点
か
ら
必
要
と
考
え
る
。

市
民
が
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
を
今

後
検
討
す
る
。
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
費
用
軽
減

は
、近
隣
自
治
体
と
協
同
し
て
、調
査
・

研
究
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

西
鉄
バ
ス
の

　
　

現
状
運
行
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

西
鉄
バ
ス
の

　
　

現
状
運
行
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

▲元産婦人科医院に開設された
　「朝倉災害母子支援センター」

松　

﨑　

百
合
子

平　

井　

信
太
郎
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答答答 問問問

答答 問問

▲映像はこちら

▲映像はこちら

介
護
保
険
認
定
者
の
う
ち
認
知
症
の

方
の
人
数
は
何
人
か

介
護
認
定
者
数
は
３
２
４
９
人
。
そ

の
う
ち
、
認
知
症
が
認
め
ら
れ
る
人

の
数
は
１
９
２
５
人
で
あ
る
。

認
知
症
の
方
、
本
人
・
家
族
を
地
域

社
会
全
体
で
支
え
る
環
境
づ
く
り
が

急
務
で
あ
る
。
本
市
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
市
で
は
医
療
や
介
護
、
福
祉
な
ど

の
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
し
な

が
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
多
方
面

か
ら
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
認
知

症
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
認
知
症
の

方
と
の
接
し
方
や
地
域
で
の
高
齢
者

見
守
り
活
動
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
地
域
ケ
ア

会
議
で
は
、
認
知
症
が
気
に
な
る
高

齢
者
の
情
報
を
共
有
し
、
地
域
で
の

見
守
り
な
ど
、
関
係
機
関
へ
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

答答 問問

答 問
認
知
症
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

時
の
早
期
発
見
や
保
護
に
繋
が
り
家

族
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
と

し
て
「
お
出
か
け
見
守
り
シ
ー
ル
」

の
活
用
も
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か

認
知
症
の
方
が
、
所
在
不
明
に
な
っ

た
場
合
、
発
見
者
が
家
族
の
連
絡
先

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
で
、
早

期
保
護
、
安
全
確
保
、
ま
た
介
護
を

さ
れ
て
い
る
家
族
の
負
担
軽
減
に
繋

が
る
と
考
え
る
。
導
入
に
つ
い
て
は

シ
ー
ル
の
認
知
度
を
高
め
ら
れ
る
か

先
進
地
の
状
況
等
を
分
析
し
地
域
や

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
研
究
を

進
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
館
の
１
日
の
平
均
利
用
者

数
と
来
館
者
の
リ
ピ
ー
ト
率
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
来

館
者
を
差
し
引
い
た
１
日
平
均
の
来

館
者
数
は
、
３
３
６
・
８
人
で
、
市

内
の
方
43
・
３
％
、
市
外
の
方
13
・

７
％
が
複
数
回
利
用
し
て
い
る
。

貸
会
議
室
の
空
い
て
い
る
時
間
を
利

用
し
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
た
い

高
齢
者
の
方
々
を
講
師
と
し
て
募
り
、

市
塾
な
ど
を
開
催
で
き
な
い
か

市
塾
の
計
画
は
な
い
が
、
元
気
な
高

齢
者
の
方
が
多
い
「
ふ
る
サ
ポ
事
業
」

の
サ
ポ
ー
タ
ー
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
館
内
各
所
を
活
用
し
た
い
。

昭
和
の
暮
ら
し
コ
ー
ナ
ー
で
、
高
齢

者
が
子
ど
も
た
ち
に
メ
ン
コ
や
ベ
ー

ゴ
マ
な
ど
の
昭
和
の
遊
び
を
教
え
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
で
き
な
い
か

「
昭
和
の
暮
ら
し
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
活
か
し
、
メ
ン
コ
や
け
ん
玉

な
ど
の
遊
び
を
教
え
た
り
す
る
事
業

を
今
後
展
開
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
館
を
利
用
し
大
野
城
の
風

景
の
写
真
展
「
市
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
す
る
考
え
は

企
画
展
「
私
の
ふ
る
さ
と
展
」
を
開

催
し
、
昭
和
30
年
代
か
ら
平
成
初
期

に
か
け
て
の
市
内
の
写
真
の
展
示
や

当
時
の
民
具
の
展
示
等
を
行
う
。

西
鉄
高
架
下
事
業
と
、
こ
れ
か
ら
の

都
市
開
発
の
イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
的
に

市
民
に
伝
え
、
意
見
を
収
集
し
て
い

く
た
め
、
１
階
ダ
イ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
で

高
架
下
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｇ
映
像

の
上
映
な
ど
を
す
る
考
え
は

ダ
イ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
放
映
は
可
能

で
あ
り
、
県
が
作
製
し
た
連
続
立
体

交
差
事
業
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
映
像

を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

認
知
症
の
方
に
対
し
優
し
い

　
　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
の
支
援

認
知
症
の
方
に
対
し
優
し
い

　
　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
の
支
援

ふ
る
さ
と
館
の
有
効
活
用
で

　
　
　
　

シ
ニ
ア
に
い
き
が
い
を

ふ
る
さ
と
館
の
有
効
活
用
で

　
　
　
　

シ
ニ
ア
に
い
き
が
い
を

井　

福　

大　

昌

井　

上　

正　

則
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南
地
区
の
ベ
ン
チ
設
置
事
業
の
概
要

に
つ
い
て

市
と
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委

員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
働
の
ま
ち
大

野
城
南
コ
ミ
の
三
者
で
の
共
同
提
案

事
業
と
し
て
、
南
地
区
の
高
齢
者
の

課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
平
成
29

年
度
に
南
地
区
の
各
区
に
そ
れ
ぞ
れ

１
カ
所
ず
つ
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
。

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
か
ら

の
要
望
に
応
じ
、
坂
道
の
途
中
や
公

民
館
前
な
ど
、
利
用
者
の
多
い
場
所

を
優
先
し
て
選
定
し
た
。

ベ
ン
チ
設
置
の
評
価
に
つ
い
て

坂
が
多
い
南
地
区
で
は
、
買
い
物
な

ど
で
重
い
荷
物
を
持
っ
た
方
が
休
憩

す
る
場
所
と
な
っ
て
お
り
、
ベ
ン
チ

を
設
置
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
や
、

ベ
ン
チ
は
結
構
使
わ
れ
て
い
る
と
い

う
区
長
の
意
見
も
あ
る
。
高
齢
者
の

外
出
支
援
と
い
う
当
初
の
目
的
に
、

一
定
の
成
果
・
評
価
を
あ
げ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

答答 問問

答 問
歩
道
上
へ
の
ベ
ン
チ
設
置
を
推
進
す

べ
き
で
は
な
い
か

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
道
路
の
附

属
物
と
し
て
歩
道
上
に
ベ
ン
チ
を
整

備
配
置
す
る
計
画
は
な
い
が
、
今
後

は
南
地
区
で
の
共
働
提
案
事
業
な
ど

の
成
果
を
検
証
し
た
上
で
、
地
元
住

民
及
び
関
係
部
署
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

歩
道
上
の
ベ
ン
チ
、

　
　

南
地
区
か
ら
全
市
に
広
げ
て
‼

歩
道
上
の
ベ
ン
チ
、

　
　

南
地
区
か
ら
全
市
に
広
げ
て
‼

▲映像はこちら

▲映像はこちら

避
難
所
指
定
で
あ
る
小
中
学
校
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

現
在
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
関
す
る
計
画
は
な
い
。
な
お
、
災

害
等
に
お
け
る
避
難
所
開
設
の
優
先

順
位
や
体
育
施
設
と
し
て
の
使
用
頻

度
等
を
踏
ま
え
検
討
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

原
発
避
難
所
指
定
で
あ
る
総
合
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
、
避
難

所
に
お
け
る
避
難
者
の
生
活
改
善
の

た
め
の
施
設
整
備
と
し
て
、
エ
ア
コ

ン
設
置
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
総

合
体
育
館
も
検
討
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

総
合
体
育
館
を
使
用
し
て
い
る
団
体

や
個
人
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
要

望
す
る
声
は

窓
を
あ
け
て
も
風
通
し
が
悪
い
の
で

早
く
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
ほ
し
い
、

ま
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
な
ど
、

風
の
影
響
を
受
け
な
い
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を
聞

い
て
い
る
。

答 問答 問答 問

問答
大
野
城
市
総
合
体
育
館
を
利
用
し
て

い
た
団
体
等
が
、
近
隣
市
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
利
用
を
切
望
。
要
因
は
、
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う

状
況
を
、
ど
う
捉
え
る
か

総
合
体
育
館
の
個
人
利
用
者
は
、
平

成
28
年
度
、
29
年
度
と
比
較
し
、
約

１
９
０
０
人
の
減
少
。
６
月
か
ら
９

月
の
夏
場
の
時
期
、
約
４
２
０
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
関

す
る
要
望
も
伺
っ
て
い
る
の
で
、
検

討
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

い
の
ち
を
守
る
！

　
　

総
合
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
‼

い
の
ち
を
守
る
！

　
　

総
合
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
‼

山　

上　

高　

昭

大　

塚　

み
ど
り

総合体育館 小中学校体育館

エアコン設
置
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▲映像はこちら

大
量
生
産
・
大
量
廃
棄
の
結
果
が
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
本

市
の
課
題
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
瓶
、
缶
の
資
源
ご

み
は
、
選
別
作
業
を
行
い
再
資
源
と

し
て
売
り
払
い
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
は
焼
却
処
理
を
行
い
、
そ
の
熱
源

は
過
去
に
入
浴
施
設
で
有
効
に
活
用
、

現
在
は
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
発
電
を
行
い
発
電
収
入
は
事
業
費

の
一
部
に
充
て
て
い
る
。
焼
却
に
伴

う
排
ガ
ス
の
環
境
測
定
値
は
、
法
規

制
値
を
下
回
っ
て
い
る
。

答 問

答答 問問
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

を
踏
ま
え
国
の
第
４
次
環
境
基
本
計

画
で
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス

を
最
優
先
課
題
と
し
て
い
る
。
２
０

２
５
年
ま
で
に
、
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
示
し
て
ほ
し
い

焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
生
ご
み
と
紙

ご
み
の
減
量
に
重
点
を
置
き
様
々
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
若
年
層
や
単
身

世
帯
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
啓

発
活
動
を
検
討
中
で
あ
り
、
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

ち
歩
く
啓
発
を
強
化
す
る
こ
と
で
リ

デ
ュ
ー
ス
を
推
進
し
て
い
く
。
効
果

的
に
啓
発
を
推
進
す
る
手
法
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
等
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
リ
ユ
ー
ス

や
デ
ポ
ジ
ッ
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て

出
店
す
る
事
業
者
の
協
力
も
必
要
な

こ
と
か
ら
、
難
し
い
課
題
で
は
あ
る

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
し
て

　
　

人
の
身
体
に
し
の
び
よ
る

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
し
て

　
　

人
の
身
体
に
し
の
び
よ
る

清　

水　

純　

子

投票に行こう投票に行こう投票に行こう投票に行こう!!!!
今年の４月に福岡県知事・県議会議員選挙、大野城市議会議員選挙が行われます。
皆さん忘れずに投票に行きましょう。　

選挙の予定
・福岡県知事・県議会議員選挙

・大野城市議会議員選挙
４月21日（日）

４月７日（日）60

50

40

30

20

10

0
平成15年 平成19年 平成23年 平成27年

（％）

45.61 42.62

大野城市議会議員
選挙の投票率

平成最後の
統一地方選挙

52.25

42.2



あ
ん
て
な

あ
ん
て
な

大
野
城
市
議
会
だ
よ
り
　
　
N
o
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4
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発
行
責
任
者
：
議
長
　
白
石
重
成
　
　
編
集
：
広
報
委
員
会

　

今
年
４
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す
。

本
市
議
会
も
改
選
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
「
生
活
っ
て
政
治
」
を

実
感
す
る
日
々
で
し
た
。
保
育
所
、
給

食
、
福
祉
、
ご
み
・
・
市
政
の
課
題
は

生
活
問
題
。
人
口
の
半
分
、
生
活
の
重

責
を
担
う
女
性
た
ち
が
地
域
や
政
治
の

方
針
決
定
の
場
に
半
数
い
た
ら
暮
ら
し

も
変
わ
り
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
県
内
の
市
町
村
議
会
で
、
女

性
の
割
合
は
約
12
％
、
８
人
に
１
人
。

昨
年
５
月
成
立
の
「
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
は
、
男
女
の
候
補
者
の
均
等
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
若
者
、
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
多
様
な
市
民
参
加
の
議
会
、

そ
こ
に
女
性
は
半
数
い
る
、
夢
へ
一
歩

近
づ
き
ま
す
よ
う
に
！（

松
﨑
百
合
子
）

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

髙　山　やす子
森　　　和　也
松　田　美由紀
山　上　高　昭
大　塚　みどり
松　﨑　百合子

広 報 委 員 会

中学生模擬議会　学校報告会を行いました !

傍聴に来ませんか

　市議会議員が市内の中学校５校を訪問し、中学生模擬議会
について全校集会や学年集会で報告を行い、感謝状等を贈呈
しました。
　今回の中学生模擬議会及び学校報告会は、市行政や市議会
について生徒を通じ広く市民へ広報すること、中学生に議会
制民主主義を体験してもらうこと、模擬議会の映像を社会科
の教材として活用することなどを目的に実施しました。
　開催に御協力いただいた学校関係者の皆様に深く感謝申し
上げます。

　平成31年3月定例会(2月22日開会予定)から新たに

議会傍聴の傍聴手話通訳および要約筆記を始め
ます。
　傍聴希望日の5日前までに議会事務局にお申し出く
ださい。
　
詳しくは、市役所本館４階
議会事務局にお尋ねください。
　
TEL  092-580-1938
FAX  092-585-8224

10月22日　大利中学校の様子

【贈呈品】
○各中学校への感謝状
○記念写真　
○模擬議会会議録
○教材活用のための模擬議会
　ＤＶＤ


